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サエン酸（DHA）が低く、うつ病患者でも EPA、DHA が低く、さらに ACS後にうつ病を発症した患者に
おいても EPA、DHA が低いことが指摘されている。しかしわが国においては、ACS 後の精神疾患発




インターベンション（PCI）を受けた 20 歳以上の ACS 患者を連続的にサンプリングした。入院時理学
所見、ACS 危険因子の評価とともに、心理的反応を Hospital Anxiety and Depression Scale(HADS)
で評価した。更に PCI 時の血液をベースライン時の検体として冷凍保存した。発症後 3 か月時点に
Mini-International Neuropsychiatric Interview で診断面接を行った。 
 
【結果】2014 年 3 月 1 日から 2016 年 8 月 31 日の間、279 名の ACS 患者が PCI を受けた。本研究
参加の適格基準を満たした患者は 175 名で、うち 100 名から研究参加の同意が得られ、100 名全員
が 3 か月後の追跡調査を完遂した。参加者の平均年齢は 63.2±11.2 歳、男性が 86 名（86%）であっ
た。精神障害の基準を満たした患者は 11 名（11%）で、内訳は重複発症を含め、大うつ病 5 名、小う
つ病 1 名、心的外傷後ストレス障害（PTSD）1 名、部分 PTSD2 名、広場恐怖症 2 名、躁病 1 名、軽
躁病1名であった。ロジスティック回帰分析の結果、PCI直後の血清リノール酸（18:2n-6）が高値であ
ること（オッズ比=3.96）、HADS 得点が高いこと（オッズ比=1.34）が、3 カ月時点の精神疾患発症に寄
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与していた。その他の主要な PUFA（アラキドン酸、αリノレン酸、EPA、DHA）には有意差は認められ
なかった。 
 
【結論】本研究により、わが国では欧米の報告に比較して ACS 後の精神疾患の発症割合が低いこと
が示された。リノール酸（植物油に多く含まれる n-6PUFA）の摂取を控えることで、ACS 後の精神疾
患発症を予防し、予後の改善が期待できる可能性が示唆された。本研究の限界として、1 医療機関
で集積した少数患者のデータであること、研究参加を拒否した患者の中に精神疾患を発症した者が
含まれていた可能性を否定できない点が挙げられる。 
 
